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古い⽣物遺物からDNAを取り出し遺伝情報を分析する研究は、1980年代に始
まった。この「古代DNA分析」という分野は、PCR法の発明、⾃動シークエン
サによるサンガー法の汎⽤化、次世代シークエンサの誕⽣といった技術的な画
期に伴い発展し、現在は「古代ゲノム学」としてヨーロッパを中⼼に独⾃の展
開を⽰している。⽣きている⽣物の組織や⾎液から得られるDNAと違い、古代
DNAは⾃然条件下で化学修飾を受け、断⽚化し、分⼦数の減少という“三重苦”
を背負っている。本セミナーでは、演者が1990年代に分析した弥⽣⼈⾻の
DNA分析から、昨年Science誌に発表した縄⽂⼈⾻の全ゲノム･ドラフト配列
決定の達成まで、国内外の研究動向を紹介し、古代ゲノム解析により明らかに
なってきた東ユーラシア⼈の集団史について概説する。


